平成２０年８月１日

つるま同窓会役員　各位

つるま同窓会

会長　　角野　忠昭
平成２０年度

第３回つるま同窓会評議員会議事概要について（通知）

このことについて下記のとおりお知らせします。

記

日時：
平成２０年　７月３０日（火）１８：３０～２０：３０

場所：
保健学科１号館１階会議室

出席者：
角野　忠昭（会長）

間島佳世乃（副会長　総務担当）

田中　正二（副会長　HP担当）
峰広　香織（副会長　会誌担当）

菊池　ゆひ（副会長　会計担当）

長屋　聡美（評議員）
委任状： 福田　汐里（評議員）

藤田　涼香（評議員）
横井　知洋（評議員）
議事：１．つるま同窓会予算の運用について
· 今後も同窓会の活動をしていく上で予算の確保が必須となるため、送金手数料・振込み手数料が一般銀行より格段に安いゆうちょ銀行の口座を開設し、更に定期預金にすることで運用利率が半年複利で一般銀行より有利であると提案された。

· この議案に関しては、前回の評議員会で「同窓会は設ける機関ではない」との意見があったが、今ある資産を減らさずに運用していくためには、長く預けていくと差が出るゆうちょ銀行の定期預金にする必要性が改めて主張された。

· 現在預けている北國銀行からゆうちょ銀行へと移した際に問題となるのは、北國銀行がつるま同窓会誌の広告のスポンサーであり、今回の合同雑誌はメディカルアートが買い取りしているためつるま同窓会の負担はないのだが、メディカルアートが買い取りを止めたとき、北國銀行に改めて広告を依頼しても受けてくれないのではないか、ということである。この問題が解決されるのであれば、評議員会としては資金運用が改善されるゆうちょ銀行の口座開設を承認するということでまとまった。
２．ブライダル静との活動の反省会

・ 今回配布したチラシは去年作製したものの余りを活用し、ポスター・看板はブライ　　　

ダル静の手持ちのものを使用してもらったため、新たに購入したものは少なかった。

· 振袖や袴を着用してのチラシ配りは宣伝効果が大きかった。しかし、着用してもらった時間は12～13時であるが、着付け・化粧・髪のセットなどを含めると10～14時くらいまで拘束され、負担は大きかったように思われる。実際に袴を着てもよいと言って下さった方に手伝ってもらってはいるが、バイト代を千円～二千円くらい出したらよかったのではないか、とのことだった。
· また、次回も袴等を着用した方がよいのではないかということで、次回の支援フェアで着用してくれる方を張り紙等で募集する方向にまとまった。

· 前回の評議員会で、ブライダル静の支援フェアを見学に来た方に、つるま同窓会を知っているかなどの内容のアンケートをとることになっていたが、今回の活動では実施し忘れていた。第2回の活動の際に実施することになった。

　　　　３．ブライダル静との活動を生協に委託するかどうかについて

　　　　　　・
生協は寿、KAMIOなど３社との活動と共に、ブライダル静も入れて４社同時に卒業式フェアを開催したいようだが、生協はマージンをとるため、どうしても価格が上がってしまう。
· 今回のつるま同窓会とブライダル静の活動では、価格も安く、在学生を支援する形になっているのに、生協に委託して価格が上がるとなると、支援フェアでなくなってしまうのではないかということであった。

· 生協が今回のつるま同窓会とブライダル静とのような価格に下げてくれるのならば委託してもよいが、委託すると生協側にいいようにもっていかれることが推測され、評議員会としては望ましくないという意見で一致した。

· 生協の店長から評議員会で話し合ってほしいとのことだったので、今回の話し合いの結果を伝えてみて、その後の経過をみることになった。

４．来年以降のつるま同窓会評議員の構成について

　　　　　　・
合同冊子発行やブライダル静との支援フェアの活動を振り返ってみて、会長としては、１年ごとに評議員メンバーが変わり、トップである会長も変わると、新しいことが多すぎて次の代を育てるなどということは確実に無理だと思われるということであった。また、ブライダル静やメディカルアートなどとの話し合いにしても、つるま同窓会の会長が１年毎に変わると迷惑なのではないか、とのことであった。

　　　　　　・
このことに関して、会長が仕事を背負い込みすぎて、非常に負担が大きくなっているのだが、会長がいつ誰と会って何を話したのか、前回の評議員会で出た話はどこまで進んだのかなど、活動内容が全く見えてこないので、「この日に誰々と話してきます」「話し合いの結果このようになりました」など、評議員にメールなどで逐一連絡してほしいとの案が出た。
　　　　　　・
この議案に関しては、会長は１年毎に交代していくことは無理だと考えていることをふまえて、今年の暮れまでにどうしたら一番よいのかを各自考えておくとの話でまとまった。

５．つるま後援会・同窓会の合同冊子について
・
今回、看護の執筆者への連絡が途絶えてしまい原稿が間に合わなかったのだが、もし次にも同じようなことが起こった場合は、執筆者を１人にこだわる必要はないとのことだった。また、秋の次号も合同でやることは決まっているので、今から次の執筆者を探そうとの話にまとまった。
・
次号で「同窓会を開きませんか？」との呼びかけを載せ、つるま同窓会としては活動資金を援助する代わりに、冊子に載せる原稿を書いてもらうのはどうか、との意見が出た。
· 執筆代込みでいくらと決め、さらに１年単位での予算を決めておいて、その予算内で収まるように限定して支援することにしたら、つるま同窓会としての役割の一部を果たせるのではないか、とのことであった。
· 金沢大学病院で、外来や病棟のスタッフルームなどに、冊子が大量に積み重ねて置いてあったとの報告があり、メディカルアートが宣伝のために自費で印刷しているのであればよいが、つるま同窓会費を使っているのであれば、印刷は同窓会員の分ぐらいにして、不要な支出は抑えるべきだとの意見が出た。この件についてはメディカルアートに確認が必要である。
６．つるま同窓会総会の開催について
　　・　総会開催を２年周期に保つのであれば、形だけでも開催したほうがよいのではないかとのことであったが、開催するとなると、今からハガキ・名簿の作成、議事案などを考えなければならない上に、同窓会員に委任状を送っても半分もそろわず、無効となることが目に見えているため、このままいくと開催できないであろうと考えられた。
· しかし、同窓会費を頂いている以上、会計報告だけは最低でも行わねばならないが、会計報告のみであるなら次号の合同冊子に掲載する方向で話がまとまった。

７．ホームカミングディについて

・
全体像がよくわからないので、次の評議員会で去年の様子などを知った上で、改めて話し合う必要性がある。


８．つるま同窓会だより発送作業について

　　　　　　・
以前と同様にアルバイトを雇い、人数・時間・給料なども前回と同様でよい。

９．つるま同窓会だより次号の記事について

・
次号の記事だけを集めるというよりも、常に記事となる題材を取材・収集する姿勢が必要である、という点については、評議員も賛成であり、近々催されるオープンキャンパスや次回のブライダル静との活動を手伝ってくれる学生などに、あらかじめ原稿をお願いしておく。

· 今回の原稿では、字数・書式などを質問されても答えられなかったという評議員もいたということで、原稿依頼に関しての詳細を記した書類を作成して、その書類にデータの送信先なども記載しておけばよいのではないかとのことだった。

１０．同窓会の加入資格について

・大学院生も加入することができるらしいが、確認が必要である。
